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背景・目的

● 大半の実践事例が『出前講座形式』

- 行政側から学校側へ「交通環境学習をやらせていただきたい」と要請

- 学校側が１時間～３時間程度、授業のコマ数を確保

- 行政職員やコンサルタントが「ゲストティーチャー」として授業を実施

● 大半の実践事例が『５年生』を対象

- 社会科 or 総合的な学習の時間 の中で実施

ＭＭ教育を札幌市の小学校全体に拡大するには、出前講座形式では限界がある。

各学年でＭＭ教育を実践することにより、効果は、より確かなものになる。
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背景・目的

● ＭＭ教育に関連する団体は多様。連携が不十分。

- 関係団体：交通局・運輸局・開発局・バス協会・札幌市交通事業振興公社 等

自動車利用を抑制・公共交通の利用を拡大 を図る団体が連携を実施すること
で、より効果的・効率的に学校を支援可能になる
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背景・目的

関係団体等の連携体制の
構築

目
標
⑤

札幌市内小学校への
ＭＭ教育の広がり

目
標
④

教諭が主体となった授業の
実施

目
標
③

１年生～６年生まで、
各学年におけるＭＭ教育の
実施

目
標
②

学習指導要領と連動した
学習プログラムの開発

目
標
①

目 標

現状を踏まえ、５つの目標と本プロジェクトにおける実施内容を整理

・協働体制の構築
・webプラットフォームによる情報共有

・教諭に配布される指導書への掲載
・webプラットフォームによる情報提供

・教諭が主体となった授業実践を実施

・教諭を主体とするワーキンググループを
設置し、学習プログラムを検討
・研究授業の蓄積

実施・検討内容 等
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本プロジェクトの検討・推進体制

札幌市らしい交通環境学習検討委員会

学識経験者 関係団体

行政関係 学校関係

委員長：高野 准教授（北大）
谷口 講師（筑波大）

・札幌地区バス協会
・（財）北海道環境財団
・「地域と教育」を元気にするﾌｫｰﾗﾑ
・（株）アドバコム

・北海道運輸局（運輸行政）
・北海道開発局（道路行政）
・札幌市交通局（交通事業者）
・札幌市総合交通計画部（事務局）

・札幌市教育委員会
・札幌市立小学校教員

（校長1名・教諭5名）

ＷＧの設置

平成23年度3回

平成23年度2回
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本プロジェクトの実施内容 （学習プログラムの検討）

【教諭を主体とするワーキンググループを設置し、学習プログラムを検討】

１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生

知る 使う 広げる 深める まとめる

具体的な体験
を通して、自分
の身の回りには
公共交通を含め
様々な交通機関
があることを知
り、それらの良
いところや気を
つけなければな
らないこととこ
ろを考え、自分
の生活に生かし
ていく。

具体的な体験
を通して、公共
物や公共施設の
利用の仕方を学
び、繰り返し利
用することによ
り、そこに愛着
をもち、自分か
ら主体的に働き
かけていく。

観察、調査したり地図などを活用し
たりして身近な駅やバス停とその周り
の様子を知り、自分の住んでいる市の
様子を知るとともに、近隣の市との結
び付きに気付くことが出来る。

調査したり地
図や地球儀、資
料などを活用し
たりして、仕事
に従事している
人々の工夫や努
力、貿易、運輸
などの働きに支
えられて自動車
が生産されてい
ることや、自動
車によって便利
で快適な生活を
送っていること
を知り、これか
らの自動車のあ
り方を考える。

調査したり資
料を活用したり
して、自分の生
活には地方公共
団体や国の政治
が反映している
ことを知り、こ
れからの公共交
通のあり方を考
える。
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【教諭を主体とするワーキンググループを設置し、学習プログラムを検討】

5年総合学習
３年社会科

「もっと知りたい
みんなのまち」

４年社会科
「雪とくらす」

６年社会科
「政治」

ワーキンググル―プの教諭が中心となり指導案を作成

本プロジェクトの実施内容 （学習プログラムの検討）
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【教諭が主体となった授業実践を実施】

・実施日：平成２４年２月８日（水）5時間目

・実施校：札幌市立屯田小学校

・対象学年：５年生（１クラス）

・授業者：斉藤 健一

・教科：社会科

・単元：「くらしを支える情報～情報ネットワークを生かす～」

本プロジェクトの実施内容 （教諭が主体となった授業実践を実施）
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本プロジェクトの実施内容 （教諭が主体となった授業実践を実施）
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本プロジェクトの実施内容 （教諭が主体となった授業実践を実施）
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本プロジェクトの実施内容 （教諭が主体となった授業実践を実施）

授業実施前の児童の生活・意識

バスの時刻
を調べるの
が大変！

どのバスに
乗っていいか
分からない

- 校区は最寄りの地下鉄駅までクルマで10分の距離
- 大半の家庭でクルマに依存した生活

【札幌周辺公共交通案内サイト】

経路・時刻・運賃
等の情報の検索が可能
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【教諭に配布される指導書への掲載】

【目的】
- ＭＭ教育を出前講座形式ではなく、教諭主体で実施する

- ＭＭ教育を札幌市小学校全体に広める

【方法】

- Ｈ27年度の改定に合わせ、Ｈ23～25年度に研究授業を数多
く実践し、カリキュラム構築

【留意点】

- ＭＭ教育を広めるために、「誰でも実施可能なカリキュラム構築」を実施。

本プロジェクトの実施内容 （指導書への掲載）
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【webプラットフォームによる情報提供・共有体制の構築】

各関係団体 小学校・教諭

関係団体間の情報共有・連携

関係団体・学校間の情報共有・連携

教諭間の情報共有

webプラットフォーム

【目的】
- 学校・教諭への授業に用いるツール等の提供

- 関係者間・教諭間・関係者-教諭間の情報共有・連携

- 交通環境学習の認知度・必要性の向上

本プロジェクトの実施内容 （webプラットフォームによる情報提供・共有体制の構築）
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＜関係団体＞
・関係団体からのお知らせ：自治体，
交通事業者，事務局からの情報を
掲載します。

＜学校から＞
・学校からのお知らせ：教育機関か
らの情報を掲載します。

＜フォーラム＞
・特定テーマについての意見交換を
行います。関係者間で、意見交換
を行う機能です。掲示板のような
機能です。

＜MMブログ＞

・一般的なブログです。動向等につ
いて発信します。

＜資料室＞
・指導案や関係イベントの広報資料，

MM教材等をアップロードし、ユー

ザーがダウンロードできる機能で
す。

【ニュース投稿】
・学校や関連団体のお知らせなど
新規投稿された記事が反映されま
す。

本プロジェクトの実施内容 （webプラットフォームによる情報提供・共有体制の構築）
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● webページの掲載内容【関係団体からの情報】

エコチルの交通分野の記事アドバコム

バスの日に関わる取組み北海道バス協会

地球温暖化ふせぎ隊 等北海道環境財団

過年度の交通エコロジー教室実績北海道運輸局

スマートムーブの取組み環境省北海道地方環境事務所

過年度のＭＭ教育実績北海道開発局札幌開発建設部

サタデーテーリング

札幌市交通事業振興公社

子ども市営交通教室

交通資料館

市電フェスティバル

路面電車の日記念「クイズスタンプラリー」

過年度のＭＭ教育実績

ウィンターライフ推進協議会

- 冬期間のモビリティ（転倒防止等の情報）

北海道開発技術センター

なるほどマナーBOOK

市営交通子ども絵画展

内 容関係機関

本プロジェクトの実施内容 （webプラットフォームによる情報提供・共有体制の構築）
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● webページの掲載内容【本プロジェクトにおいて実施の研究授業】

- 指導案・板書案 - 授業で活用したツール

本プロジェクトの実施内容 （webプラットフォームによる情報提供・共有体制の構築）
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本プロジェクトの成果 と 今後の展開

●札幌市の社会科教育の指導書への掲載を目指し、より研究授業
を実践する取組みが必要

●MM教育をより多くの教諭・学校に認知いただくことも必要と
考えられ、webプラットフォーム整備による情報提供や教諭を
対象としたMM教育セミナー等を開催したい

【今後の展開】

【現段階における本プロジェクトの成果】

●地域の関係者でＭＭ教育を推進する体制を構築。

●ＭＭ教育の新たな展開として、「情報単元」によるMM教育の
可能性に一定の示唆。

●ＭＭ教育を札幌市全体へ広めるための
取組内容（指導書掲載やwebプラットフォーム）が明確化。


